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Ⅰ. 多視点ステレオ写真測量と考古学・地形学（概論） 2.12(火)
Ⅱ. VTRを利用した写真測量・遺物の写真測量 2.13(水)
Ⅲ. 考古遺跡における写真測量（陸上・水中） 2.14(木)
Ⅳ. 実用方法に関する応用実習（実測図の作成など） 2.15(金)

多視点ステレオ写真測量は，撮影した多数の画像から
カメラの位置や姿勢をソフトウェアで割り出し，対象物
を三次元的に復元する，最近著しく発達した技術である。

本授業では，多視点ステレオ写真測量の基礎から応用
までを解説するとともに，実習を通して実用に資するこ
とができる技術の習得を目標とする。

※Ⅱの受講にはⅠの履修，Ⅲの受講にはⅠ・Ⅱの履修，Ⅳの受講にはⅠ・Ⅱ・Ⅲの受講が必要


